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　　　　Ⅱ．方針管理とＱＭＳ

清水建設㈱広島支店生産支援センター所長　福原一博

QMSの実施状況

方針管理と要求事項の融合　

QMSの特徴と2000年度版　　

QMS運用の現状

　有効活用への提案

広島支店に於けるとIT化システムの事例　
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ＱＭＳ研究会報告

中国地区品質経営協会
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ISOを導入している会社 中国品質経営協会の会員会社　

ISO9001 ISO14000

非常に多くの企業がISOを導入し活動をしている

自社品質管理システムの基盤構築

製品サービスのパフォーマンス向上

導入の目的

参入条件の確保･拡大 取引先等からの要求

　　QMSの実施状況

QMS研究会にて、今後のあるべき

　　　　　システムについて各社の事例より
　　　　　　　　　　　　　　ワーキングを実施した

本来導入の目的が達成されているか

　　　　　達成する為の問題点は何か

　　　　　　　　　　　　運用状況は良好か
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日本に於ける審査登録件数

　　31400組織

94年度版から2000年度版
への移行期限が2003/12で

あるが現状42％しか移行

していない
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QMSの特徴と2000年度版　　

システム規格であり製品規格ではない

ISOの審査登録とは

第三者機関による定期的な審査(サーベランス）が実施される

文書化が要求されている

権限と責任を明確にしている

マニュアル

手順書 管理文書

製品改善・効率改善などパフォーマンスは見ていない

国際的なモデルとなっている

計画そのもの質とか
技術的な内容等は
審査していない
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顧客志向の強調 顧客満足に直結するような計画の策定

自由裁量の拡大
頭の良い人にとっては都合の良い規格

継続的改善の導入 計画の質や高度な技術等は審査対象ではない
QMSを運用した結果の改善を要求

プロセスアプローチの採用

自分のＱＭＳは自分で構築する
組織の実態に合ったQMSの構築

文書化要求事項の減少

トップマネジメント役割の拡大
資源運用管理の充実

六つの｢文書化された手順の要求｣
（文書管理､記録の管理、内部監査、

不適合製品の管理、是正処置、予防処置）

組織が必要とする文書の特定

ISO9001:2000の特徴　　　

システムの有効性の評価
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クレーム･不具合が減少しない

文書化の要求が多い

維持活動が形式的

管理コストの増大

製品･サービスの質が向上しない

柔軟な対応が出来なくなっている

品質向上の規格であるISO9004は意図に反して普及していない

QMS運用の現状

QMSが有効に機能したか　

　　　　　機能していない：40％

競争参入に対するパスポートとしての位置付け

QMSが有効
文書化により組織の各役割が明確になる

品質に対するシステム化ができる

サーベランスによりシステム維持がしやすい
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規格で要求している内容を過大解釈をして、
強要する、される傾向がある

何をどこまでやればよいという要求はない

QMS適用での弊害

規格には実施すべきグレードがないため
形式にとらわれ形骸化に陥る可能性が高い、

システムを改善していくという事が分かり難い

文書化

記録
審査員からの要求

推進担当者からの要求

形だけのシステムとなってしまう

規格は製品や効率の改善そのものに言及していない

規格で使用する用語が分かり難い 規格の解釈

維持するだけであれば
簡単である

製品品質が向上しない

見掛け上は合格でも効果の少ないQMS

経営的に効果のない QMSは意味が無い
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何のためのQMSか

導入目的が単なるパスポートとして取り組むと

管理経費の増大

　現場に於ける書類作成の増大
　　　規格消化不足によるシステムの肥大化

　　　　　見かけだけで構築

ISOの仕組みを組織の活性化、業務改善、リストラクチャー
　　　　　　　　　　の観点から導入、システム構築に役立てる

品質向上の目的意識が希薄で

サーベランスを役立てる

サーベランス(外部審査)の為のシステム構築となる

規格の解釈が十分でなく

トップコミットメント不在

外部コンサル及び

審査からの要求を導入

パフォーマンスの低下

業績につながらない

審査のための

システム維持

業績向上の為のシステム
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組織経営

製品及びサービスの
品質にかかわる部署

製品の品質に直
接関わっていな

い部署

　　　有効活用への提案

QMSを組織経営のツール（変革していくSub System）として

全組織で取り組んでいく必要がある

品質に関わる部署のみを対象として QMSを構築し運用すると、

実態の業務システムと ISOで規定するシステムと異なる内容が多く、

二重のシステムに陥る可能性がある

経営者（Top)の考えている“あるべき姿”を達成するために
QMSのシステムを役立てる

QMSが メインではなくあくまでも問題解決していく Sub Systemである

ISOが持っている側面を､自分の組織の目的にいかに有効に使っていくか

組織としてあるべき姿を方針として示して
システム(やり方と組織)を変革して最適化をする

業務の目標は品質目標である
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方針管理システム

製品の品質､効率に直結する管理

方針管理と要求事項の融合　

品 質 計 画
手 順 書 ・ 施 工 計 画

作 業 指 示
実 施

チ ェ ッ ク ・ 検 査 ･ 試 験

予 防 処 置 ・ 是 正 処 置

プロジェクト品質管理　　　

製品の改善
改善活動

小集団活動

システムの改善

業績向上

コミットメント
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組織がどのような経営環境にあり
何を求めているのか、どうしたいのか

経営目的の明確化
組織の変革(改善)を

視野に入れる

5.1経営者のコミットメント

5.3品質方針

5.4計画

　5.4.1品質目標

6資源運用管理

8.3顧客満足

8.4データ分析

8.5.1継続的改善
5.6マネジメントレビュー

8.2.2内部監査
ISO9001:2000
規格要求事項

8.2監視及び測定
　　8.2.3プロセスの監視及び測定
　　8.2.4製品の監視及び測定

方針管理と要求事項の融合　

方 針 管 理 シ ス テ ム の 活 用

方 針 管 理 の 診 断
(マネジメントレビュー)

QCDSE
営 業 ・ 受 注

あるべき姿
　業務目標

業績向上

コミットメント
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方針管理

製品･サービスに直結する管理

QCDSE

7製品実現
　　7.1製品実現の計画
　　7.2顧客関連プロセス
　　7.3設計･開発
　　7.4購買
　　7.5製造及びサービスの提供
　　7.6監視機器及び測定機器の管理

8.2.4製品の監視及び測定

8.3不適合品製品の管理

8.4データの分析

8.5改善
　8.5.2是正処置

　8.5.3予防処置

品 質 計 画 書

手順書･記録

P

D

C

A

製品の改善
改善活動

小集団活動 業績向上
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システム構築期 習熟期

統合最適期

パフォーマンス

プラス

マイナス

ISOに合わせる

業務に合わせる

あるべき姿に合わせる
システムが変革されている

文書化　帳票･文書の合理化とスリム化

業務改善

真のスリム化は業務改善により可能となる真のスリム化は業務改善により可能となる真のスリム化は業務改善により可能となる

熟成度モデル

知の創造がなされ変革が実施されている

パフォーマンス向上のための

活動にシステムを活用

IT化
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システム化とIT化は相性が良い

権限・責任の明確化

実施すべきことを
明確にする

プロセスの明確化(プロセスの見直し）

インプット　アウトプットの明確化　　

文書化

組織化

方針管理

業績

ルール

ISO9001：2000を有効活用して

ITシステムの構築

シンプル化
合理化

省力化
管理コスト削減

管理体系

プロセスアプローチの考え方が有効

品質を向上させ維持していく為の
各プロセスの役割とあり方の再構築

2000年度版は見直しをする良い機会である

自分たちの組織にとって

どのようなシステムが有効なのか
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広島支店に於けるとIT化システムの事例　

方針管理と品質計画のシステムを統合して
シンプルな運用にし、IT化を図る

管理コストの削減
専従のISO事務局､管理担当を配属しない

品質･効率のパフォーマンス向上に
パワーを傾注する

ペーパーベースの管理帳票類の廃止

プロセスと役割を明確にすることによるIT化

システム維持から業績向上へ

目的意識を明確にしたシステム

システム維持に
パワーをかけない
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マニュアル及び手順書のWeb化

品質計画のWeb化　　　　　　　　　　　　　　
(QES-Web)　　　　　　　　　　

方針管理のWeb化

QESのシステムの一体化

内部監査Web化

最終検査報告書のWeb化

是正処置、予防処置のWeb化

クレーム処理とのリンク

システム説明書のWeb化

DB化
個別プロジェクトの計画を簡単に

記録類の建物DBとのリンク

既存システムとの連動

社内標準･基準との連動
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方針管理のWeb化

各プロセスの実施計画と
実施内容及び診断をWeb上で実施し、
内容を共有する
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品質計画のWeb化
(QES-Web)

記録類の建物DBとのリンク

固有技術・情報とのリンク

QESのシステムの一体化
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品質目標

固有の実施手順

規格要求事項の網羅
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マニュアル及び手順書のWeb化

システム説明書のWeb化

規格要求事項と具体的に
実施している内容との

対比/リンク
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是正処置、予防処置のWeb化

内部監査、最終検査報告書のWeb化

品質・環境　内部監査

事前検討シート

　　品質リスク回避

　　品質問題解決

クレームWeb社内検査(中間・引渡）
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終わりに

QMS研究会のメンバーと自由な討論を通じて

企業にとってのシステムと業績のあり方について

認識を深める良い機会となりました

QMS研究会のメンバーを熱心に

サポートしていただいた久保田先生と

事務局に感謝します


